
ネパール大地震への支援について
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資料９

平成27年４月２５日１５時～５月の

およそ3週間の間に、ネパールは二

度目の大きな地震に見舞われた。
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死者 178人
40,000家屋損壊

ネパール、インドで722人死亡、12,000人負傷

6人死亡、30人重傷、13,000人難民

救助作業継続中に地震発生
カトマンズから80km先で

地震発生 8,000人以上死亡

ネパールの歴史上、最も破壊

的な地震 10,000人以上死亡

家屋全壊 家屋一部損壊 学校被害 病院施設被害
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ネパールにおける地震被害に対する緊急援助
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救助チームによる捜索救助活動の様子

○ ネパール政府からの要請を受け、国際協力機構（JICA）を通じ、2,500万円相
当の緊急援助物資（テント、毛布等）を供与することを決定。

○ ネパールとの友好関係に鑑み、被災者に対する人道支援のため、国際緊急援
助隊の派遣に続き、本件緊急援助の実施を決定（H27.4.26 外務省発表）

医療チームによる医療支援の様子
写真提供 国際協力機構（JICA）



環境省におけるがれき処理の支援の概要
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○ 東日本大震災以降の我が国の取組、特に災害廃棄物を高い割合で再資源化
できたという経験は非常に有用。
○ 環境省はこれに対して、専門家を派遣する等、最大限の貢献を行うべく準備中。

ネパール政府及びUNEP（国連環境計画）より、ネパールにおける損壊した建物

から発生したレンガの再生利用を中心とする災害廃棄物処理計画の策定に係る
技術支援を求められている。

環境省としては、ネパールへの協力に限らず、災害廃棄物対策の分野で、UNEPや
JICA等とも連携しつつ、積極的な国際貢献を果たす考え。
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【一般的ながれきの処理フロー】

処理計画の策定支援


